
　地表約10m～200ｍの深さまでは、一年を通し一定
の温度（約15℃）を保っています。この熱源は、温泉等の
地熱と区別するため地中熱とよばれ、エアコンの熱源と
して利用可能です。この地中熱エアコン（図参照）は、通
常の外気を熱源としたエアコンに比べ、熱源温度と吹出
し温度が近いため約7割の電力しか消費せず大幅な節
電に繋がります。
　霊峰白山を有する石川県は、地下水の流れが活発で
す。そのため、地中で排熱（採熱）を行っても地下水が熱
を運び、地中の温度を一定に保つと期待されています。
そこで、工業業試験場では産業技術総合研究所再生可

能エネルギー研究センターと共同で地中熱エアコンを
工業試験場敷地内に導入し、金沢市での地中熱利用の
適正に関する実証実験を行いました。その結果、空調の
性能を表す成績係数は暖房時：4.0、冷房時：5.9を示し
ました。この値は、冷暖房ともに通常の地中熱エアコンよ
り約2割高く、さらに外気熱源エアコンより約4～5割も
高い値でした。従って、金沢市は地中熱エアコン導入に
適した地域であることが実証されました。
　工業試験場では、地中熱に関する情報を提供し、導入
の技術支援を行っています。また、地中熱エアコンの見
学も可能です。ご興味のある方は、ぜひご相談ください。
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